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予
算
と
は
、
簡
単
に
い
え
ば
市
の
家
計

簿
の
こ
と
で
す
。
歳
入
は
年
収
、
歳
出
は

年
間
の
出
費
と
同
じ
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
、
計
画
を
立
て

て
お
金
を
使
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
市

の
予
算
も
同
じ
よ
う
に
、
き
ち
ん
と
し
た

計
画
や
方
針
に
基
づ
い
て
使
わ
れ
ま
す
。

市
の
仕
事
は
、
下
水
道
や
道
路
を
整
備

し
た
り
、
産
業
の
振
興
、
教
育
や
福
祉
、

介
護
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
皆
さ
ん
の
生

活
に
直
接
関
係
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
こ

れ
ら
の
事
業
に
か
か
る
お
金
は
、
皆
さ
ん

の
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
有
効
に

使
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
の
予
算
は
、
大
き
く
三
種
類
の
「
会

計
」
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
ず
は
、
市
の
行
政
運
営
一
般
に
使
わ

れ
る
「「
一一
般般
会会
計計
」」
と
、
国
民
健
康
保
険

や
下
水
道
事
業
な
ど
特
定
の
目
的
の
た
め

に
事
業
を
行
う
「「
特特
別別
会会
計計
」」、
水
道
や
市

立
病
院
な
ど
の
事
業
で
収
益
を
あ
げ
独
自

に
運
営
す
る
「「
企企
業業
会会
計計
」」
が
あ
り
ま
す
。

八
代
市
に
は
、
八
つ
の
特
別
会
計
と
二

つ
の
企
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。（
三
ペ
ー
ジ

表
１
、
２
参
照
）

こ
れ
ら
す
べ
て
を
合
計
す
る
と
、
八
代

市
の
予
算
は
、
七
百
二
十
二
億
百
八
十
四

万
八
千
円（
昨
年
比
○
・
三
％
減
）と
な
り

ま
す
。

ど
、
市
が
独
自
に
集
め
る
こ
と
が
で
き
る

お
金
の
こ
と
で
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
皆

さ
ん
の
ご
家
庭
に
お
け
る
給
料
の
よ
う
な

も
の
で
す
。

こ
の
中
で
も
最
も
大
き
い
の
が
市
税
で
、

全
体
の
三
一
・
六
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
預
金
利
子
や
各
種
行
政
サ

ー
ビ
ス
に
対
す
る
使
用
料
な
ど
や
、
不
動

産
な
ど
を
売
り
払
っ
た
収
益
な
ど
も
あ
り

ま
す
。

★
依
存
財
源

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
な
ど
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

中
で
も
、
国
が
集
め
た
税
金
を
、
各
自

治
体
の
財
政
状
況
に
応
じ
て
配
分
さ
れ
る

「
地
方
交
付
税
」
が
最
も
多
く
、
全
体
の
一

今
年
度
の
一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
、

三
百
五
十
六
億
二
千
七
百
万
円
で
、
昨
年

と
比
べ
二
・
四
％
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。一

般
会
計
は
、「
自
主
財
源
」
と
「
依
存
財

源
」
の
二
つ
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
二
つ
の
違
い
を
見
て
み
ま
し
ょ
う（
図
１

参
照
）。

★
自
主
財
源

市
税
や
保
育
料
・
公
営
住
宅
使
用
料
な



会 計 名

二二見見白白島島簡簡易易水水道道事事業業

国国民民健健康康保保険険

老老人人保保健健医医療療

交交通通災災害害共共済済事事業業

公公共共下下水水道道事事業業

介介護護保保険険

八八代代圏圏域域介介護護認認定定審審査査事事業業

日日奈奈久久温温泉泉施施設設

予 算 額

331122万万円円

111166億億66 ,, 33 9977万万円円

111133億億33 ,, 00 0099万万円円

11 ,, 11 8844万万円円

4488億億99 ,, 22 3300万万円円

6699億億77 ,, 55 8822万万円円

55 ,, 00 8899万万円円

77 ,, 00 5588万万円円

会 計 名

水水道道事事業業会会計計

病病院院事事業業会会計計

予 算 額

88億億882288万万円円

77億億66 ,, 77 9977万万円円

昨
年
と
比
べ
て
、
三
億
八
千
百
三
十
四

万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
主
な
使
い
道
》
▼
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

入
所
に
係
る
経
費
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
高
齢
者
へ
の
福
祉
対
策
費
▼
児
童
手
当
、

児
童
扶
養
手
当
、
保
育
所
運
営
費
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
の
子
育
て
支
援
▼
身

体
に
障
害
の
あ
る
人
へ
の
支
援
や
医
療
費

助
成
な
ど

◆
土
木
費
◆

次
に
多
く
使
わ
れ
る
の
が
、
道
路
・
港

湾
・
河
川
・
公
園
の
建
設
・
改
良
な
ど
に

使
わ
れ
る
土
木
費
で
、
全
体
の
一
五
・

一
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

昨
年
と
比
べ
て
、
四
億
五
千
八
百
十
六

万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
主
な
使
い
道
》
▼
緑
の
回
廊
線
整
備
や

新
八
代
駅
周
辺
道
路
整
備
を
は
じ
め
と
す

る
、
市
道
の
維
持
管
理
な
ど

◆
公
債
費
◆

公
債
費
と
は
、
公
共
施
設
整
備
な
ど
の

た
め
に
借
り
入
れ
た
お
金
を
返
済
す
る
費

用
の
こ
と
で
す
。

◆
教
育
費
◆

小
中
養
護
学
校
、
幼
稚
園
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
、
図
書
館
・
厚
生
会

館
・
博
物
館
・
総
合
体
育
館
な
ど
の
管

理
・
運
営
費
に
な
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
二
億
七
千
二
百
四
十
八
万

円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
衛
生
費
◆

ご
み
や
し
尿
を
処
理
し
た
り
、
市
民
の

健
康
診
断
や
各
種
予
防
接
種
な
ど
に
使
わ

れ
る
費
用
で
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）
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九
・
六
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国

や
県
が
市
に
委
託
し
た
仕
事
の
事
務
経
費

や
、
市
が
行
う
事
業
に
対
し
て
の
補
助
な

ど
、
用
途
の
決
ま
っ
た
「
国
庫
支
出
金
」
や

「
県
支
出
金
」
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

今
年
予
定
さ
れ
て
い
る
第
二
中
学
校
の

体
育
館
・
武
道
場
改
築
事
業
な
ど
に
も
、

国
庫
支
出
金
が
充
て
ら
れ
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
市
が
大
き
な
事
業
を
行
う

と
き
、
国
な
ど
か
ら
お
金
を
借
り
る「
市
債
」

が
あ
り
ま
す
。
家
計
で
い
う
と
車
や
家
の

「
ロ
ー
ン
」
の
よ
う
な
も
の
で
、
原
則
と
し

て
、
道
路
や
施
設
建
設
な
ど
長
期
的
な
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
市
の
予
算
も
皆
さ
ん
の

歳
出
分
類
」
と
、
使
う
お
金
の
性
質
で
分
析

す
る
「
性
質
別
歳
出
分
類
」
の
二
種
類
の
グ

ラ
フ
で
説
明
し
ま
す
。

図
２
「
一
般
会
計（
歳
出
）目
的
別
歳
出
分

類
」
の
グ
ラ
フ
か
ら
は
、
予
算
が
何
を
目
的

に
使
わ
れ
て
い
る
か
が
分
か
り
、「
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
」
が
見
え
て
き
ま
す
。

◆
民
生
費
◆

高
齢
者
や
障
害
者
へ
の
福
祉
対
策
や
、

子
育
て
支
援
な
ど
に
使
わ
れ
る
民
生
費
は
、

全
体
の
二
九
・
一
％
と
最
も
大
き
い
割
合

を
占
め
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
の
家
計
と
同
じ
で
、
歳
入
は
依
存

財
源
よ
り
自
主
財
源
の
比
率
が
高
い
ほ
う

が
望
ま
し
い
と
い
え
ま
す
。

今
年
度
の
歳
入
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
国
の
「
三
位
一
体
の
改
革
」
に
よ
る
影

響
を
受
け
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県
支
出

金
な
ど
が
大
幅
に
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。

よ
っ
て
、
財
源
の
確
保
は
、
一
層
厳
し
く

な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

予
算
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

予
算
を
使
う
目
的
で
分
析
す
る
「
目
的
別
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性
質
別
に
分
類
し
た
も
の
が
「
性
質
別
歳

出
分
類
」（
図
３
参
照
）で
す
。「
義
務
的
経

費
」「
投
資
的
経
費
」「
そ
の
他
の
経
費
」
の

三
つ
に
分
類
す
る
こ
と
で
、
財
政
構
造
が

見
え
て
き
ま
す
。

☆
義
務
的
経
費

市
議
会
議
員
や
消
防
団
、
市
政
協
力
員

の
報
酬
な
ど
を
含
む
人人
件件
費費
、
生
活
保
護

費
や
乳
幼
児
医
療
費
助
成
・
児
童
手
当
な

ど
が
あ
る
扶扶
助助
費費
、
借
入
金
返
済
の
た
め

の
公公
債債
費費
を
合
わ
せ
て
「
義
務
的
経
費
」
と

い
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
市
の
運
営
の
た

め
に
必
ず
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
費

用
で
、
全
体
の
四
七
・
六
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

☆
投
資
的
経
費

道
路
整
備
や
施
設
建
設
な
ど
、
ま
ち
づ

く
り
の
充
実
に
使
わ
れ
る
も
の
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
の

経
費
で
す
。

☆
そ
の
他
の
経
費

行
政
運
営
の
た
め
の
事
務
的
経
費
な
ど

が
含
ま
れ
る
物物
件件
費費
、
一
般
会
計
か
ら
特

別
会
計
や
企
業
会
計
へ
の
繰
出
金
、
ほ
か

に
補補
助助
費費
や
出出
資資
貸貸
付付
金金
な
ど
が
含
ま
れ

ま
す
。

「
投
資
的
経
費
」
に
充
て
る
た
め
に
市
債

を
多
く
発
行
す
る
と
、
将
来
、
借
金
返
済

の
た
め
の
「
義
務
的
経
費
」
が
増
大
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
長
期
に
わ

た
る
財
政
計
画
が
と
て
も
重
要
に
な
り
ま

す
。

�

    

昨
年
と
比
べ
て
、
四
億
七
千
二
百
三
万

円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
主
な
使
い
道
》
▼
市
民
の
各
種
健
診
や

乳
幼
児
へ
の
医
療
費
の
助
成
な
ど
健
康
維

持
に
関
す
る
費
用
▼
浄
化
槽
汚
泥
等
処
理

施
設
整
備
費
用
▼
樹
木
・
剪
定
く
ず
の
リ

サ
イ
ク
ル
な
ど
廃
棄
物
に
関
す
る
費
用
な

ど◆
総
務
費
◆

総
務
費
と
は
、
市
役
所
の
運
営
の
た
め

の
基
本
的
な
費
用
の
こ
と
で
す
。

昨
年
と
比
べ
て
、
六
億
七
千
百
四
十
五

万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
主
な
使
い
道
》
▼
八
代
地
域
イ
ン
ト
ラ

ネ
ッ
ト
運
営
費
▼
国
勢
調
査（
五
年
毎
）に

係
る
経
費
な
ど

◆
農
林
水
産
業
費
◆

農
林
水
産
業
の
振
興
の
た
め
に
使
わ
れ

る
費
用
で
す
。
今
年
度
は
、
四
億
百
五
十

五
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
主
な
使
い
道
》
▼
農
業
基
盤
整
備
費
な

ど
▼
地
産
地
消
推
進
に
係
る
経
費
な
ど

◆
商
工
費
◆

産
業
の
振
興
や
観
光
施
策
な
ど
に
使
わ

れ
る
費
用
で
す
。
昨
年
と
比
べ
、
一
千
四

百
九
十
八
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
主
な
事
業
》
▼
中
小
企
業
へ
の
資
金
融

資
や
商
店
街
活
性
化
に
係
る
費
用
な
ど
▼

全
国
花
火
大
会
や
く
ま
川
祭
り
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
に
係
る
費
用
な
ど

そ
の
ほ
か
に
も
、
消
防
団
の
活
動
や
八

代
広
域
行
政
事
務
組
合
の
消
防
費
負
担
金

な
ど
を
含
む
消消
防防
費費
、
議
会
の
運
営
費
や

議
事
録
作
成
な
ど
を
含
む
議議
会会
費費
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
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